取扱説明書 

石油 フアン ヒーター 
型式 AKF-PX 曰 37N 


〔強制通気お開放式石迪ストーブ] 

このたびはお買い上げいただを、まことにありがと5ござ 
いました。ご使用の前にこの取扱説明書と保話書をよくお 
読みのうえ、ご家族全員でまをに正しくお使いください。 
お読みになつたを大切に保管し、必要なときにお巧立てく 
ださい。 

裏面保証書の r お買い上げ日-販売店名」などの記入を必 
ず確かめ、販売店か S お受け巧りください。 
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量全のため必ずお守りください 


特にを意していただきたいこと 


お使いになる人や化の人への危害-物的損害を未然に防止ずるため、必ずお守りいただくことを、次のようにしてし)まず。 
■を示內容を無視して誤つた使いちをしたときに生じるな香や傷害の程度を、巧の表示で区がし、說巧していまず。 


A J 年 A この表示の欄は、「傷害 
gEin を負ろ可能性または物 
的損害のみび発生ずる 
可能性び想定される」 
内容でず。 


A この表示の欄は、「死 

/!\ iBl ^ t または重傷などを 


負ラち険び切迫して 
生じることび想定さ 
れる」内容でず。 


A 警告 SS 離? 


または重傷などを負う 
可能性が1奮される J 
巧容です。 


■お守りいただく內容の種類を、巧の給表示で区分し、説明していまず。 


この給表示は、してはいけない 

vyvsK \0/\^ v ^ V 3^ 「禁止」巧容でず。 



この絵表示は、必ず実行して 
いただく r 指お」內容でず。 



危巧 （ DANGER) 


■ガソリン使用禁止 

♦ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 I 

乂災の原因になりまず。 


A 警告 （ WARNING) 


■ 換気必要 ■温風吹出口をふさびない 

♦換気せずに使用しつづけないでください。酸素ィ♦あ類、紙などで窟風吹出口や前面ガ 
が不足ずると、不完全燃焼し、一酸化炭素などが i 爵 ーピ巧ち前スロた1?、*^か、ス/ 
発生して中毒になるおそれがありまず。また、乳 \sr 


が不足ずると、不完全燃焼し、一酸化炭素などが 
発生して中毒になるおそれがありまず。また、乳 
幼児や呼吸器疾患などのかたは、巧調不良にな 
るおそれびあ0まず。使用中は必ず1時間に1〜 
2回換気して、新鮮な空気を補給してください。 
換気する時は、換気扇を使用した0、2ケ巧切上 
の開□部を設けると効率よく換気がでをまず。 

♦窓の凍括や地下室など換気が十分に巧えない場 
巧では、使用しないでください。 





ード、空気取入口をふさがないでく 
ださい。衣類、紙などでふさぐと、 
異常燃焼や火災の原因になります。 


■巧類の乾燥厳禁 

♦巧類などの乾燥には使用しないでく 
ださい。あ類が落下して乂がつき、 
乂ぶの原因になります。 


■寝るとき消乂 

•寝るとをやが出するとをは、必ず消 
火してください。ず想しない事故が 
発生ずるおそれがあります。 


■可燃性ガス使用厳禁 






■デジタル表示部に rH 83」 とベ、 

表示した5、使用しない^ 

♦異常燃焼し、乂災の原因になります。 

^ 売店〜ご臟ください。 _ け吟 I ■可燃性ガス使用厳禁 ^ 

■コンセントや配線器具の定格を超える使い ♦フアンヒーターを使用している部屋で 、 i NJ 
方や、 交流 100 VW かでの使用はしない 可燃性ガスが発をするもの ( ベンジン、一 
參たこ足配線等で、定格を超えグ ""N シンナ -) や、スプレ-を使用しないで 

ると、凳熱による义災の原因 くたさい。乂災やが障の原因になります。 < 


■カーテン、寝具など可燃物ぶ接厳禁 

♦ カーテンや衣類、ふとんや毛巧など燃えやす jr \ 
いちののそばで使用しないでください。义 IV 
災の原因になります。タイマー予約するとを V /4 

も可燃物びそばにないか確認してください。 
•可燃物との離隔距謎は、3ページを梦照 

してください。 Hv 1^3 



可燃性ガスが発をするもの(ベンジン、 
シンナー)や、ス プレーを 使用しないで 
ください。乂災やが障の原因になります。 



■めれた手で電源プラグ 
の抜き差しはしない 

•感電の原因になります。 め n 手禁止 


■スプレー左厳禁 

♦スプレー吿や力たットこんろ用ボンベなどを 
遍風のあたるところに放渥しなしでくださし、。 
熱でスプレー吿の圧力び上かり、爆発しを験です。 



■ 給油陈肖义 

>給油は必ず消火してから行コてく 
ださい。火災のおそれがあります。 


A な意 （ CAUTION) 


な运 



〇哉或獅 toi — 綱 


■ほこりの除去 、 

>燃焼-温風空気お入□フィルターは 、I 
週1回 1 U 上必ず掃除してください。 

ごみ、ほこりなどでフィルターびつまる 
と、異常燃焼のおそれがあります。 


〇 


が•巧巧： 
かロフイん夕- 


■ 電源プラグを巧いて消乂しない 

♦消义後、送風が止まるまで電源プラグを抜か 
ないでください。遍風空気取入□や天板が 
高遍になり、やけどや故障の原因となります。 
また強いにおいがでる原因になじまず。 


■ 電源プラグのお手入れをする 

♦ときどき、電源プラグを抜を I まこり等を 
乾いた巧でふきとってください。 

♦電源プラグにほこり等がたまると、湿気等 • 
で絶縁す良となり、火災の原因になります。 


■可燃物から離ず 

♦ ふすまや障子などの可燃物か5ち le 
の距離をと5ないと义災のおそれび 
あります。 


〇 直 


どふれたり、内靴こ手を入勤しなぃ風な 

でください。やけどのおそれびあります。接触禁止 


■ 高温部接触禁止 

♦燃焼中や消乂直後は、遍風吹出□に手な 


■ 温風に直接長時間あたないグ、 

>低温やけどや脱が症状になるおそれびありまず。 f \} 
r 低温やけど」について 

•比較的低し、遍度 (4 ぴ C 〜60で）でも長時間皮ふの同 
じ所が熱せ5れると、熱い、痛いなどの自覚症状がなく 
てもが晶やけどのおそれがあります。 

■次のよラなちは特 I こごま意を！ 

乳幼児、お年寄りぶふの弱いち 
眼気を誘う襄(睡眠襄、かぜ襄など）を脈用されたち 
深酒•皇巧を熟ち一 戸ご^ 

特にお子さまやお年寄りなどのご自分で’_ 
操作でさない方が使用ずるとさは、周画 I 
の人が十分ミち意してください。一 I 
>湿風を直接吸い込まないでください。 で J 

気分が悪くなる原因になることがあります。^ 


■ 油漏れ確認 

♦□金は確実にしめてください。□金を下に 
して油漏れがなしにとを確かめてください。 
口金を斜めにしゆたりずると簡単に□金が 
がれて、乂災のおそれがあります。 


■ 温風吹出口に異物を入れ^ ffn 
たり、放置したりしない 

♦遍風吹出口や吹出口内部に紙、巧、プラスチックや、 
マツチ、ガスライターなどを入れたり、放置したりし 
ないでください。発乂や破裂の原因になります。 


■ 電源プラグは確実に差し込む 

參電源プラグはコンセントに根元まで善し込ん 
でください。また傷んだ電源プラグ • ゆるん 
だコンセントは使用しないでくださし、。 
♦差し込みが不完全ですと、感電や発熱に 
よる乂災の原因となります。 


■ 電源コード • 電源プラグを傷めない 

♦傷んだまま使用すると、感巧、 

ショート、义災の原因になります。 

♦窜源コードや軍源プラグの修理 
は、販売店にご相談ください。 

/傷つけたり、加工したり、高温部に近づけたり、無理に曲 
げたり、ねじったり、弓 I っ張ったり、重い物を載せたり、束 
ねたり、挟み込まないでください。また電源プラグを抜 
\ くときはコードを持って引き抜かなしでください。 


み 

が 




■ 異常-故障時使用禁止 

♦油焉れやにおい、ずずの発生、がの色など異常 
や故障と思われるときは使用しないでくださ 
し、。事故の原因になります。 

運転スイッチを「切」にし、電源プラグを巧き、 
お買し、上げの販売店へご顏ください。 


0 

く二 - 一—〜 

Jb 


■持ち運ぶときは义を消して g 
給油タンクを巧く 1 

♦傾けないように静かに運んでください。 

特に階段などでは油漏れのおそれがありまず。 
♦引っ越し等の運搬時はおず灯油をあき、傾けた 
り、横倒しの状態で運搬しないでください。 



■ 熱に弱い床面にはマツトなどを敷く 

♦熱に弱い材質の床面は変色、ヒビ割れ、そり返り^^ 
などが発生することがありまず。また、ほこりや 
たばこの煙などで変をずることもありまず。保護、 
のため熱に強いマツトなどを敷いてください。 


■フアンヒーターを使用している^ 
部屋ではシリコーン配合製品を 
使用しない 

♦本体近くでシリコーン配合の枝ち用コート液•化 
粧品-つや出し剤などは使用しなし、でくださし、。 IMt / 
燃焼測こシリ〕ーン酸化物が付着し、異常燃焼や W ^ 
点义ミス途中消乂の原因になることがあります。 

I シリコーン配合の商品には下記のようなものがあります。ヘア1 
ケア商品(ヘアートリートメント、ムース、枝ち用コート觀、ガ 
1ラスクリーナー、制汗剤、化をぞうきんなど 


■次の場所では使わない 

♦水平でなし觸所、不安定な場所 
♦ 不安定な物を乗せた棚などの下 
♦ 風の当たる場所や部屋の出入口 
♦ 可燃性ガスの発生ずる場所-たまる場所 
♦ 人のいない場所（想室、飼育室など） 
♦高地 (^1500 mUi ±) 


♦暖炉や押し入れなど、ファンヒーターが囲われる場所 
♦ マントルピースなどス I -ーブぴ囲わむる場所 
♦ほこり、湿気、金属がのをし、場所 
• 超音液加湿機を使用している部屋 义 

•直射日光びあたる場所や高温になる場所 I 

(例：熟のこちる場所、他の熟源の影 g を受ける場所） 
•理•美容院、クリーニング店、メツキ、塗装、脱脂、 
ミ先浄工場などスフレーや化学窠虽を使用する場所 


0 


义がや予想しなし1 
事巧のお因になりまず。 


主意 (CAUTION) 


お使いになる一刖に 
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る r< 除の如 


H 团 
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がは巧巧 K 





























を意 (CAUTION) 


■ 水をかけたり重いものを乗せない < 

♦水の入つた容器や物を上に棄せないでください。水び 
内部に入ると感覃や故障の原因になることがあります。淺 
♦本がの上に秉5ないでください。天板びへこんだり、 X 
やけどのおそ打があ D ます。 II 

■ 分解修理-改造の禁止 " 

♦改造して使用しないでください。 乂 SS 

♦修理巧術者切外の人は絶対に分解、觸は ni ) 

巧わないでください。 

♦故障、破損した5、巧用しないでください。分解禁止 
異常燃焼や乂災の原因になることがありまず。 
♦不完全な修 理やな造は危険です。 _ 

■ 長期間使用しないとさは電源 _ 

プラグを JK « 

♦長期間使用しないとをは、空源プラグを抜 
いてください。 勸 S プ亏 

♦乂災やず想しない事故のおそれがありまず。を抜く 


0 ■不良む油使用禁止 八 

♦変觀细解ち楚した巧滤®。神!巧滞。をながの油、水、ゴ、^ 
ミが臥しね腳 S ど觀不就姐を觸しなし、でください。^ 
常燃焼や故磅巧摄涅になるおそれがあります。 

■お手入れずるときは本化び冷えた 

後、電源プラグを巧いてか5行う巧^ 

感電-やけどの原因になることがあります。_ 

■廃棄ずるときは巧油を巧く — 

•本体を廃棄処分ずるときは、おず撤由タンク、油受皿 
巧の巧油を市販の給油ポンプ等で巧さ取って < ださい 。 mm 
灯油び入ったまま廃棄すると.リサイクルの際思わ彷 
事故になるおそれがあります。 

■ 保管時にしていただ<こと 

♦ 保管するとをや長時間使用しないときは、必ず 
な油を巧いてください。傾けたり、横倒しのが mm 
態では保管しないでください。油漏れや乂災 
のおそれびあります。 



驟グ 


C 

電顯グ 


各部のなまえ 


本体 


、お願い (NOTICE) 


本体をひきず5ないでください。床面、置、じゅラたんなどを傷つけたり、 
^本体底面の塗装びはがれて、さびの原因になることがあります。 


けリ面 _) 


上ぶた 


とって- 


0006 


給油タンクとって 
• 給油タンク 

一表示部-操作部 
1目ぺージ） 


雨 

4■タンクサイド 
つて 



給油タンク 
とつて 

給池タンク 
油量計 


燃焼確認窓- 
前板— 
ル—パ —-[ 

温風吹出口一 
キャビネット- 


体巧部)- 

給油タンク受 

油受皿 


t 後面 i 


電源フラグ—— 

コードホルダー 
差し込み巧 

コードホルダー 

室通センサ—— 


妊だく 

嫩 


スぺ ーサー- 

ファンヒーターび壁に密着しないように、 

スペーサーを図のよラにして、お使いください。 
L スペーヴーは取りがさないでください。 


燃焼-温風空気取入 □ 

フィルター（燃焼.温風空気取入 □) 

送風フアン 


'付属品 



スポイト 


於お手入れのとさに必要でずので、なくさな 
いよラ保管してください。 

於使用しないとさは、コードホルダー差し込 
み巧に引っかけておいて<ださい。 



お知らせ 


表示部-操作部 


表示部は説明のため、全部表示したちのでず。実際の運転のとをは該当部分が表示されまず。 


(1«) 


eco ポタン-ランプ 

(厭8ぺージ》 


スピード点义ボタン.ランプ 
(屈=10，11ページ） 

ク U —ニングボタン 
(蚊12ページ） 

n f 脚が巧1が Til イト化 


3時間延長ボタン-ランプ 
(が8ぺージ） 


タイマーボタン- ランプ三^ ^ぶを 
(励3,1日ぺ-ジ） I _ 

(尹ジタル表示部） 

チャイルドロック表示パックライト 
(厮8ぺージ） 


强油表示(〇^^ 7ぺージ)- 


P 琴頸盛 


號通度/時納涵度/お 


fw い ’ ごクク •< 
巧レ） 


デジタル表示 


運巧スィッチ- 
運巧ランプ 
(〇^スか^ージ） 


温度/タイマー 
.調節ボタン 
(0^ 7,8夕ぺージ） 


掃!^示(屈叫4ぺージ） 
換気表示 （ 14ぺージ） 
給?由衷ホ（頓^ 7ぺージ） 


ご使用前の準備 ^'。な"'、^ /'、 

巧用する前の準備と確認 

フアンヒーターを巧り出ず 

♦各部の包装部材を全て取り除さます。詳し<は、箱上面の「開こんのしかた」をお読みください。 
次のことは、工場での燃焼テストによるもので、異常ではありません。^ 

♦油受咖こ少量のなミをが残つている。•治油フィルターがめれている。 I ドタ J 

L ♦逼風吹出□より見える燃焼筒(炎をかこんでいる斷び変色している 。I ^ 


ク水平を巧詔ずる 

^ ♦水平で丈夫な床面に設置してください。 

♦水平でないときは、水平な場所に移動してぐださい。 

〇電源プラグをコンセントに是し込む 

V イ•コードホルダーを開き、電源コードをのばして差し込む。 


巧流10 0 V 


•コードホルターを開き、電源コードをのばして差し込む。電源コードを束ねたままにしないでください。 

• 給油タンクは本侃こ巧巧けてください。給油タンクび本佈こ巧巧け5れてしぶいと、 「 U 12」と表示し、運転ランプび点滅します。 
♦運輯スイツチを「切」にしたが態でも約 1 W 消費しています。 


♦ 電源プラグをコンセントに差し込むと、デジタル表況こ ru 10」と表示し運乾ランプが点滅す I - 

ることがありますが、運転スイツチが「入」になつていたたゆで異常ではありません。運區スイ 
ツチを巧して、 r 切」にしてください。デジタル表をが [113 になり、運輯ランプが消'なします。 一 
•カーテンを二重にし、床まで伸ばずことで、お部屋の熱を逃がさず、暖かさが保てまず。 

• 温風の流れを巧げないでください。 _ 

ご使用前の準備 _ 

巧用燃料について r 変質な油-す純む油は使わない ] 

縣料は必ず口油 ( J 旧1号灯ミ由)を使用してください 。V -変 g し t 持ち越し口油、使 ffl 麻_, 

ガソリン、混舍油膺機具 ㈱ など揮発性の高い油は絶巧に使用しないでください。义巧の原因になりまず。 


- 


指先につけ息を吹をかける。 

(乂の気のない所で巧ってください） 


コップに水を入れ、次に灯油を入れて背翻こ白い紙をあてまず。 

• 水と同じ無色透明な5正常。 ♦ かしでも色がついていた5使用しなし、。 


;'蔚 



打油は 

ガソ U ンは 

めれたまま 

ずぐをく 


L ペー I "をい紐 I 乂ン r 白い紐 

異萬燃焼や故障の原因になることがありまず。 

点火しにくくなつたり、白煙が出ます。 

消火時のにおいび強くなつたり、点火してもすぐ消えたり、暖ま S ないよラになります。 
燃焼が悪くなり、においがしたりして、安全装置が作動します。 


0 


区別がつをにくいとさは、 
お買い上げの燃料阁こお問 
い合わせください。 


) : 


使用装止 


お使いになる前に 











ご使用前の準備 

ffi 用燃料について__ 

を質な油 I す縛か屈 

♦ 古い灯油（巧シーズンより持ち越したな油） ♦ 巧姐ながの诞(てんぷ!5油や徽お由、雷由、ガソリン 

♦ 日光の当たる場所、高通の場所で長期間保管したな油。側こ乳白色のシンナ ー) などがほんのわずかでも混入した好油。 

ポリ容器や容器のふたをあけて長期間巧管したらのは変質しまず） ♦ あやごみ、ドラムちのさびなどび、混入したな油。 

I 極度に変質したもの は黄色巧がかったり、酸っぱし俱いがしまず。 {♦ 巧海が抜剤を添加した灯油。 

万一変質灯油や不純な油を巧用したときの処置 — 

不良灯油を除き、給油タンク、油受皿の内部をきれいな巧油で洗い、クリーニング（か5焼き）をしてか5ご使用く 
ださい。 （12 ぺージ「クリーニング访、5焼を)」 ） それでも効果のないときは、お買い上げの販売店にご相談ください。 
( 分解-点検が必要でず)な 油の廃棄処分は、丹油をお賈いまめになった販売底にご相談ください。_ 

r を質り油、不純なミ由が原因でヴ-ビスを刪されたときは、保証期間ホでも保部のがをが少なりまず。~~ 


丈了油の保管のしかた 


燃料はがず口巧 ( J 旧1号な视を使用してくださし、。 


义気、雨水、ごみ、盾温及ひ直射日光を避けた場所に必ず保管する 

•'灯油は翌シーズンに持ち越さない。シーズン終了前に使いきってください。 

♦な油は直射日光を避け、青やホなどの着をされたポリ容器が J 油用）で保管してください。 
ポリ容器のふたは確実にしめてください。ポ U 容器に雨水がかか5ないように、ポリ巧 
器の灯油に水が混入し、燃焼す良の原因になります。 


位帮 

良い保管悪い保管 


ご使用前の準備 

給油のしかた 


1 觀 r だ 口を 撰齡 


必ず消乂してから;5つて < ださい。 


2給油ずる 


し □金のはずしかた_ ) 

♦ □金を左にまわす。 (/ I 

♦ 給油タンクを取り出すとき、 /I 

こぼれた油はふき取る。 

♦ 口金に砂やごみがついたり、開 

入つたりしないよラに注意する。（回賠が重 < なりまず） 
♦ 給油 □ • □金のさび、変お、回乾不良および破損び 
ないか確認ずる。 （2^1 1ぺージ「給油タンクの点検」） 

3 r カチツカチツ J と 

音がずるまで□ををしめる 

[ □をのしめかた ） 

雜赤色の線び見えなくなるまで 赤色の線 

□をををに回し、「カチツ. I 

カチツ」と音がするまで確実に 
しめてくださ lA 

• 必ず乂の気のないところで閉める^ 

口金を下にして、油漏棘びないか;確かめる。 


>給油タンクを下図のようにして、油量計を見な 
びら、上限をこえないよラに給油する。 


'給油 □ 


/ t 油ち計^ 
上巧 

I 巧び入ると 
\^j * く変わるノ 


赤色の線 


給油タンクとつてを莊タンク— 

4 給油タンクを本なに静か 
にをどず 

♦給油タンクを本なにセットずる。（方向なし） 

♦ !〇油が油受皿に入るまで約1分待って点火ずる。 


燃焼中に給油タンクを取り出ずと、 

給油時消义装置がし「川2」を表示し消义しまず。 



、お知5せ 
お願い ( NOTICE 。 


給油口周辺がをみ黄をくなることびあでますが、異常ではありません。 

□金が確実に締つてし、ないと、口金か5な油が漏れて乂災のおそれがあります。 


♦ 給ミ由口が変型しまずと油漏れの原因となりますので、ぶつけたりしないでください。 
♦給油タンクを落とずと、油が漏れたり、ケガをすることがありますのでご注意くださし、。 


^燃焼確認窓から炎の状態を確認ずる 

\ ..ゾ ’ non 正常燃焼（青色のが） 



燃焼確認窓 


X 


♦ なのよラな場合は異常ではありません。 

づ黄色の炎が時々まじる。お燃焼時に網の部おが赤く見える。 

異常燃焼（黄乂燃焼） 

♦ 次のよラな場合は異常です。 

づ大きな黄乂が出る（ずず発生の原因になります）。音やにおいびずる。 
♦運乾を止めて、お買い上げの販売店へ連絡してください。 


:離機营髓智篇层濟^1編雲!獸1?雜化巧こと備りがび'異常。施りません。 


♦超音波加湿器を使用している部屋ではフアンヒーターを使わないでください。ホ褐色の淵こなったり、水質によつ 
てはフアンヒーターが故障する原因になりまず。 

使いかた 


室温調節のしかた 


12でから30での範囲で室温調節できます< 


ご使用刖の準幅 


給油のしかた 

残り撼焼時間表示について I 紛由タンクの油がかなくなると 


必ず消乂してから巧^ってください。 


1 So< 


と [ IS 表示が点な。ブザーが已砂間鳴り、デジタル表示部に袖切れ消乂までの運転時間のめやすを表示しまず。 
♦40 と表示。残り燃焼時間は約40分の意味でず。 

♦燃焼は中一弱で燃焼しまず。運隨時間のゆやずは中で燃焼が続いた場合を表示し、表示時間总上の運転が可能 
です。お部屋が暖まってし巧場合など使用環境によっ T ： は、表示時間より大幅〔燃焼時間び長くなりまず） 

表示は I の3091のように10分きざみで切り替わっていきます。 ^^1- 

plO ^ I のときはブザーび已秒間なります。 ^ 化 j 占 

ド仙 にをねってか5油切れミ按^まではと [0 せ 1の表示を続けまず。そのをブザーび5秒間嗚り剛表示び点礙し、油切れ^ 
消火がぶしにとをお知5せしまず。ブザーが已秒間なつている間は [ p ® 示は点獻そ欄州ま点なします。点一-い ,、。 


な油がなくなると自動消义しまず。ブザーが10砂間なり、^ Ml 表示が消なします。 
^01表示が点诚しまず。 「 U 13」を表示しお減します。 


gaia 表示が点诚しまず 。 「U 

使いかた 

点义のしか た 

点义ずる ) —— 


也可 


安全のため運転開始後3時間で自動消乂しまず。 


無 

\切/入> 


を押して運転ランプを点灯させる 

I •運輯ボタンを強く巧し込み、運輯ランプが 
点なしたことを確認してください。 


mt/V Mt/N ' 

eonsi 

IV- 1 


^ 戶ル/ししこ視な、レしし。レ、。_^ 運乾継続•延長」点义•消乂 

■_ ETH 運転スイッチは、安全のために他のスイッチと違った tPM/a 

▼ [ p ™ ものを使用していますので、かし強めに巧してくださし、 I (例):、口で.广で 

約 2 分後、自動点乂し、送風が始まりまず。 1ピ。 

運乾中にバックライトを消したいとき •バックライトが消口し まず。 1_ 

しクに ンク J を3む間巧ず にもどります。再度を 3 秒間巧にももとにもどりまず。 



1を巧す 

■ V 切/入 y (運転中は巧さなくてよい） 

♦ 運転ミンプが点'灯したことを確認してくださし、。 

9 ©または®巧巧す 

^ • 12 で未満、 3 crc を超えては設をできません。 
(プザーでお知5せします） 

•押し続けると連続して温度が変わります。 
一度セツトすれば記憶されまず。 


tUMm tutA 

M か。 • 

? ごが 

1 


、室温調節 


温度を下げるとき 


©を巧すごとに rc ©を巧すごとに rc 
(例）ずつ下がります。 （例）ずつ上がりまず。 

|20で1>[7^>阿>..>网 [20 平它巧 > 医巧ぃ> 巨巧 











♦ 谭おブラ^^コンセントから巧いたり、停雷したとをでも設定湿度は記憶されています。馬度おットするお要はあ0まだん C 
♦室温の表示は、室の平均温度のめやすです。設置^件等により必ずしも寒暖計の獨駿わな-〜致しません^ 

♦黃晶が crew 下でもので」び表示されます。 ♦ 国表おび扁阿しているとも燃焼姑： r 削 LXF になりまず。 
♦暖かい日、室湿が設定遍度より上昇することがありまず。赔馬負荷がか班いたゆに.、麵でをおめずぎにな 
りまず。このよ5なとをは eco ボタンを巧してくだをい。 


使いかた 

消火のしかた 


^消乂^ 

倍 

延長ずる 


^をがず 

消乂 _ 

を全のため運転開始後 
3時間で自動消火します。 
(消し忘れ消义装置により、 
万一の事故を防ぐため） 

•運幸云ランプが消好しまず。 
♦ 3 時間延長ランプび 
点なします。 


部屋の換気をしてか5 


消乂直後に谐源プミグをコンセントか5巧かないでください。 
Ual においが出をず。 

消火直後源プラグをコンセントか5抜くと送風ファンが 
回6ず、本が上部や遍風空気取入口が熱くなり、やけどのお 
それがあ P ます。 _ 

• 運転ボタンを強く巧し&み、運転ランプび消のしたことを確認してください。 
♦燃焼び停止し、一さ送風が止ま D 、 再度送風して約3.己分を運睛び厚止しまず。 


鑛柳す 


チャイルド□ックのしかた 


♦運窗中はし口でも押したときわ、53時間運おを継続できまず。 

• 2 時間 45 分経過したとを 3 時間延長 ， 心卜•、り 

ランプび点減し「ピピッピピッ」と ぶ > に . ゴニ亡 
音び10抄間なりまず。 (10 秒間） 

この時に^を巧ずと、 

消义せずに運範を継続でをます。 。 

•運輯ランプが消灯し、3特間延長ランプが^ 願) 

点え了します* 〇 ^$3/ ^ 

• 自動消火したとを^を押します。 

3時間延長ランプが消阿。運輯ランプが ^ 

点なし、巧したとをか53時間運輕しまず。^ 

おデさまのしがず目操作を巧ぐことがでさまず。 

巧転中でも3垢してしぶ:いとをでも、チャイルドロックでさまず。 


U 

チ M ルド〇ツク 
<撕巧し） 


をピッという音が鳴るまで 
約 3 秒間押す 

• デジタル表示部に 
W と表おしまず。 * 


U 

チ！*イルド〇プク 
(纖し） 


取り消ずときは再度感 
をピーといラ音が鳴る 
まで約 3 秒間押ず 

♦デジタル表示部の—《といラ表示が消えまず。 


栗知らせ^ 


デジタル表示部に — C を表示しているときはすべての操作ができません。 
•ただし、運乾中は運転スイッチを「切」にできまず。 

•チでイルド□ックを取り消さないと、運転スイッチは入りません。 


eco 運乾のしかた 
1各を巧ず 

I v®/V (運起中は押さなくてよい） 
♦運転ランプび点'なしたことを確認してくださし、。 


2 © 


を押す 


暖めすぎを防止して、節約暖房したいとさにご使用ください。 
感を温度より室為胸化崎と消火し、號遍度より1で下がると点义します。） 

、 eco 運転とは 

!①き逼を低めにを化させると、助ちの温度び固有のリズムでを化しまず。その 
I リズムに含ねだて室温をゆ目びせること(生が適なリズム)で、身術こ孩じる 
I 温旣奴ることなく、燃醒と風量を自動的に下げ、節約暖房を実現した 
I 臟です。長時間 (3 觸紅雌房される場合に効果麻りまず。 

:•觸条件によって、効果は変わります。 

I ♦お部屋の温度が號遍郎なって約1時間後かが C 0 運括を開治しまず。 
eco 運転をセツトして、目 C 0 ランプび点灯してもずぐには目 C 0 運転にな 5 


> eco ランプび点'打し、を CO 運転を關始じまず。 
>運転スイッチを「切」信してち、一度セットすれ 
ば記憶されまず。 

>取り消ず時は再度ボタンぞ巧してください。 


ないことびちります。 

:③贴傕先，斬熱性の高いお部屋でお使い 
になるときなど、室温がすぐに高くなるよ 
うな条件では、設定溫度より3む上がると 
消火し、設定温度より It 下びると点乂し 
まず。 eco ボタンを押すと、時間に関保な 
く上!族件になると目. C 0 離になりまず。 


設定温度 
時間 


eco 運転 


♦ eco 運輯中は堅届が設定温度より括めに（最大 2 で）表示することがあります。 

♦ タイマー予糊こすると eco ランプは消灯しますが、 eco 運輯は取り消されません。 

♦電源プラグをコンセントからおいたり、停電したときは eco 運乾の設定は取り消されまず。 
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お願い ( NOTICE ) 


お知らせ 


時計のをねせかた 

1 ( e ^ 巧3砂 H 巧ず 


運転中でも運転していないときでも時刻設定できます< 


♦ デジタ Jl / 表示の設定時刻が庶なしまず。 

♦運輯スイッチが「入」のとをは「ピッ」と音が鳴り 
ますが、3秒間巧し続けると、時刻合わせできまず。 

2 ©または©を押し、時刻を合わせる 

♦時計を進めるときは©を巧し、もどすとさは 
©を押します。 

♦ 1回押ずごとに1分単位で変わります。 

•押し続けると、10分単位でをわりまず。 


3 0を巧ず 



@を巧して時刻を確定しまず。 
TO 


デジタル表示部 

\|/\|/ \1ハ 1/ 

/| \/| み y IVI 如 




[7S2S 


初めて使用ずると定や、 
電源プラグをコンセント 
から抜き、再度差し込ん 
だとき点滅しまず。_ 

最初午前5時00分になり、 
「時」「分」が点減します。 


〈現在の時刻び 
_午後3時30分の場合〉 

デジタル表示の「時」「分」 
が点巧に変わり、時計が 
動をます。 


>電源プラグを抜くと、再度時計の時刻合わせをやりなおず必要がありまず。 ♦ 夜中の12時の場合、表示は [_ UbU lJ です。 
使いかた 

タイマー運転のしかた あらかじめお觀を暖めておきたいときにご使用くださし、。 

タイマー^時刻の合わせかた1 ^ 


あらかじめ獅屋を[|めてあがかときにご蜘くださし、。 


1(臀辨费を舰巧 


♦ 現なの時刻を合わせていないとをは 
タイマー予約でさません。 

♦運輯ランプが点灯します。 


2 0^—^ ♦ 運おランプが点灯します。 

f 運乾^を}田す（運転中は巧さなくてよい）•運拉スイツチが「入」になつていないと 
V 切/入ノ タイマー予約でをません。 


^3 (^^7^ 


を押ず 


♦タイマーランプが点なします。 
♦デジタル表示の r 時 J r 分 J び点滅します。 
♦タイマー表示が点滅しまず。 


n：n 


գ または W を押し、 
時巧を設定ずる 

お目覚めの時には暖かくなるように、予約 
した時刻より早く (5 〜1己お前）運転を開 
始します。室温が1巨で未満のとをはその 
曰のお部屋の温度によつて点火する時刻が 
変わります。室温が1巨でな上のときは 
I 設定した時刻に運転を開始しまず。 


♦ ©を巧ずごとに進み、©を巧すともどりまず。 

♦ 1回押ずごとに10分ずつをわりまず。 

♦巧し続けると表示が連続して変わりまず。 

♦約己秒を運転ランプび消灯し、燃焼中の場合は自動消义しまず。 
♦「時」「分」が点滅している間に合わせてください。 

(例）午前 6 時 30 分に予約したいときデジタル表示の表示を 

f 尸 つ口1 「ピピッ」と音がなり、 

bi , du ^ に合ねせる約5秒渚自動的に 
^一一 媒^ '评 タイマー予約になり消乂します。 

タイマー予約時刻のみ設定したし、場合は、再度を巧ず 
ことで通常運輛こ戻りまず。 ^ 


に合わせる 


♦運 g 中に停！したときや電源プラグを抜いたと对ま（再通電後離ランプ点滅）デジタル表示に 「 U 10」が表示されます。 

運転スイッチを「切」にし、手順「1」か6やりなおしてください。 

♦地震や強い衝擊があつたとき、，冶油タンクを振いたとき（運輕ランプ点滅）デジタル表示に 「 U 12」が表示され 
ます。運転スイッチを入れなおし、タイマーボタンを押してください。 


使いかた 
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使いかた 


タイ7—運廣のしかた あ如がめお部屋を緩めておきたいときにご使用ください。 


タイマー予約のしかた 


を全のため約1時間で自動消火しまず。 

1 

(運転中は押さなくてよい） 


2 0 を巧ず 


^ 約5秒後「ピピツ」と音が鳴0、 

運乾ランプが消灯しまず。 

燃焼中の場合は、自動消火しまず。 

• タイマーランプが点なします。 

•タイマー予約時刻を表示しまず。 （10 砂間） 
•約10砂をに時計表示になりまず。 


タイマー予約の取り消しかた 


V 

0を再度押す 


タイマー運療中は予約時刻になると自動的に点乂1 

•織が衙い據どあったかタイマー機能によって、 

しミが游舞よりち早く運斬を開始しまず。_ 

♦ _ ♦ 

消乂ずる10分前 1 

♦ ピーピーと10秒間鳴り、タイマーランプが点滅しまず。 

_ ♦ 一 

約1時間燃焼し、自動疆灭 

♦運商ランプが消灯したことを確認してください。 
♦タイマーランプ は点滅のままです。 

自動消义をせずに続けて賜房したいとまは 

煽巧中に©巧巧ず 

• タイマーポタンを押して、タイマー運転を取り消してください。 
♦ タイマーランプが消好しまず。 


♦ 「ピー」と音びなり、タイマーランプが消なし 
運輯ランプが点なしまず。約2分を自動点乂します。 


ぶ知 b が 


♦毎曰同じ時刻にお部屋を暖めておさたいとさ運転スイッチを「入 J にし、タイマーポタンを巧すだけで予約でをます。 
♦タイマー ホ 約をにタイマー予約時刻を変更したいときは運転スイッチを入れなおし、10ぺージの手順に」か6やりなおしてください。 
♦タイマー予約時刻について……電源プラグを巧いたり、停電した場合は現在の時刻を設定しなおしてください。 
タイマーモ約時刻は一度セットずれば記憶されまずので、予約しなおず必要はありません。 

使いかた 

スピード点义のしかた 早く点乂したいとをにご使用ください。 


1 あらかじめ@を押しておく 

I ♦スピード点火ランプが点なします。 

♦ 再度巧ずとスピード点火は取り消されます。 
• スピード点火ボタンを巧してか51日分紹過 
しないとスピード点乂機能は働をません。 

2 〇觀を押ず 


♦運転ランプ、バックライトが点むしまず。 


Rtft/R mi か I 

rrooi 


♦ 約10秒後 
自動庶火し、温風が出ます。 


スピード点乂とは 

♦ お出かけ前にあ5かじめ（運乾スイッチを「入」にずる 
10分政上前）、スピード点义をセットしておけば、外出 
か5帰ったとをすぐに点乂でをまず。スピ~ド点义は 
約10秒で点乂でさます。（通苗点火は約2分） 

♦ 点乂時間を早めるため、運輯スイッチが「切」でも八" 
ーナーを予熟するしくみになっていまず。そのため平 
均100 W の電力を必要としまず。節電のたゆスピー 
ド点乂を必要としないときは取り消してください。 


是巧らせ^ 


♦スビード点火ボタンを巧レてか目24時間な巧に点乂操作しないと、スビード点乂は自動的に取り消されまず。 
•下記のことはパーナー资ぞ熱しているためで、窠常ではちりません。 

♦時々「カチッ」と音々て、お部屋の照明が一1巧変化ずることがありまず。 

•本体び約日0でぐ目いになりまずが、異常ではありません。においびずることがあります。 

•電気のむだを防ぐため、巧の場をは予熱しないよラになっていまず。 

0タイマー予約を )•スピード点乂ランプは消なしまずが、スピード点火のセットは取り消されません。 

.タイマー予約を取り消しても、スピード点火ランプは点口しますが、予熱していないたゆすぐ 
_ にはスピード点乂はしまだん。 

C 無焼？〇 •スピード点乂ランプが点巧していまずが、予熱していません。 
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お願い ( NOT に目) 


^ちれたり、な油が通りにくくなったとき 

♦給迪タンク受のフィルターは、灯油は通しまずが 
水は通しにくいフィルターでできていまず。 

給油タンク受のフイルターに水やごみがたまると、 
給ミ由タンクにな油があるのに、 U 13表示(な油切れ 
エラー)が点滅ずることがあります。 

♦給油タンクを取り出してか5、給油タンク受を傾け 
ないよラに取り出し、たまった水やごみを取り除い 
て < ださし、。 


♦給油タンク受は水で洗わないでください。 
必ずきれいな灯巧で洗ってください。 

水で洗うと巧ミ由力觸過しにくくなりまず。 
ごみが取れにくい場をは、歯ブラシなど V 
を使ラと语がです。 ぶ _ 

給油タンク受はおず取り付けて 
くださぃ。 //グド?^ 

取り付けないで使用すると い‘心 

器具の故障の原因になります。\_/ 


7^ム手袋 

給油タンク受 
きれいな卿 


1 シーズンに吕〜 3 回 


給油タンク受の掃除 

• 好油に水やごみがミ長入ずる 
ことびありますので、ち!己に 
従って掃除をしてください。 

巧震自動消义装置の点検 

• 燃焼中、本体を水平にゆすって確 
実に消火ずるか確かめて<ださい。 


A 給油タンク受 
Iをの0化ず 



-給油タンク受 


-給油タンク受の 
フイルター 


〇燃 ffl タンク受 〇治巧タンク S 
し のごみや水を 〇ををとどおり 
巧取る にセツトずる 


♦給ミ由タンク受を逆さ 
にし、新聞紙などの 
上に置いて取る。 


本体-温風吹出口の掃除 

•ほこりは掃除機で吸い取る。 

♦油や巧れは、家庭用台所洗剤（中性)を薄めたもの 
を付けた布でふき、かねいたやわ5かい布でふを 
取る。 

♦湿風吹出□は、ほこ0や白い粉がつさ変色すること 
があるので、家庭用台所洗剤(中性)を薄めたものを 
付けた布でふきかわいたやわらかしホでふき取る。 


♦本体を ベンジン. シンナーなどでふかないでく 
ださい。 


燃焼-温風空気取入□フィルターの掃除 


►ほこりは掃除機で吸い取る。 
►取れにくいほこりは ゼ 

歯ブラシなどで落と 
しなが5、掃除機で 
吸い取る。 


掃除機 



燃焼-温風空気取入 □ 
フイルター 


♦ な消や灯油でめれた原こりは、絶巧に掃除機で吸わせ 
ないでください。室温センサーを巧ばないよラに注 
意してください。 

• 運転中は掃除機で燃焼-溫風空気取入ロフィルター 
の掃除をしないでください。異常燃焼を起こします。 


1 ヶ月に 1 回む上 


週 1 回 ly 上 


周囲の可燃物の確認 

>本体の周囲に燃えやずい 
をのびないか、常に確認 
してください。 こ‘ 


巧 


給油タンクの点巧 

♦撤由口 - □金にさび、変お、回転 
不良および破損が 
あるときは、新しい咬^ • ar も苗 f 
総由タンク•□金 
と取り替える。お買 giU 

い上げの販売闻こ is 

ご欄ください。 S 滋 


油漏れ•油のかたまり•巧のにじみ 


♦油漏れのある場合は、電源プラグを 
コンセントか5抜き、給油タンク 
を取り出してか5、 



曰常の点巧とお手入れのしかた 


点お I お手入れずるときは、抑•運転を停止させ、本がが 
をえてか5離ブラグを技き、点お’お手入れを巧ってくださし、。 











6 單源コードをまね、付属のスポイトととらに 

コードホルダー差し込み巧に差し込む （0^4 ぺージ) 

つ 乾燥した場所に保管する 
f •傾けたり、横倒しにしない。 


4 クリーニング（か5焼き）する （0^12 ぺージ) 
♦パーナーの寿命を延ばし、長くご使用いただくためです。 

5 本体、燃焼•漏風空気取入ロフィルター、 

遍風吹出口を掃除する。 （(^11 ページ） 


2 給油タンク受の掃除をする 

♦1 1ぺージの手順 rij とに」を行う。 

3 消火ずるまで燃やしをり、油受皿内のえ]ミ由 
を付属のスボイトであを取る。 

♦水、ごみを残さない。（さび、巧あきの原因に) 
♦急ぐ場合は市販の給油ポンプで油を抜く。 


A 給油タンクを取り出し、巧油を巧き取る 
I ♦水、ごみを残さない。（さび、巧あきの原因に) 


、おミ日 5 せ 



、クリーニングび終わった6 




L ソ上の項目にしたびって、処置しても異常びなお日ない場合は、お買い上げの販売店までご違 


運を石スイツブ 


♦ タイ7-そり中に停軍刊臟 I 強い衝おぴありまだんでしたか? 


タィマ-チ^^したのに臟しなしん 


給油ずる。（拒 
直射日光のあす 
本体に逆風が; 


• 油切れになつていませんか？ 

♦ 室温センサーび直射日光にあたっていまだんか？ 
♦本体に逆風があたっていませんか？ 


室內温度表示び異常で 
ある。 


気化したな油び吹き出す音です。 


♦ 「シュー」音がする。 


交換部品は石油フアンヒーターをお買い上げの販売店でお巧めください。必ず、純正部品をお使いくださ 
し、。不完全な修理は危睽でず。お買い上げの贩売店または財団法人日本石油燃焼機器保守協をで行う技術 
管理講習会修了者(石油機器技術管理±)などのいる販売店などで修理をお受けくださし、。 

消耗 • 为化し V s し、陆□口 _ J _ 

♦使用期間により交換がお要な部品 口 " tn 當遣タンク受 

羣舊子ニット、ホエンパン U 、 燃焼筒、給油タンク受、アースリング 別 巧日。民奪^、, A .口 A 一、 

♦ 変賢ロミ由、不純な油の使用によりお化しやずい部品 I _ 帷;由タンク（口金巧 ) J 

給油タンク受(フィルター部)、電磁ポンプ、気化器、温風巧出□、ソレノイド 


燃焼量が変化した時に金厲が伸び縮みずる音です。 


r ピチピチ」音がする。 


燃焼中や消义後に油受皿にな油が流むる音です。 


r ボコボコ」音がする。 


♦ 電磁ポンプび動いている音です。 


卜」音がずる。 


異常ではあり; 


♦炎に熱せ5れるためです。 


燃焼部の一部が赤 < なる。 


換気する。 


燃焼.遍風空気日 


クリーニングが 


タールが付着しています。 

鮮焼-温風空気入□フイルターがほこりでつまっている。 
換気す足のためでず。 


点义しても臟爛く部屋び暖ま目ない。 
炎の找態が惡く、献腿やにお 
いが出る。 


軍源プラグを: 
再度入れる。 


電源に異常な雑音が入った。 


消义する。 

ランプが正しく働かない。 


#タンクの膨張による音です。 


タンクか6「ボコン1と音がする。 


♦誤ってす良な油を使用したために、クリーニングずるとを1回で完全に回復しない場合は、2〜3回巧ってください。 
♦クリーニングを途中で止めると効果がありません。に图表示になるまで巧ってください。 

♦クリーニング中に移動したりすると表示が点滅が態になり、運転を停止します。 

運乾スイッチを「切」にし、再度手順感か5やり直してください。 

♦クリーニング中は電磁ポンプの空巧ち音（ポコポコ）がし、送風になりまずが、異常ではありません。 
♦クリーニング中 r カチツ」「カチツ」と音がして、照明が一瞬変化ずることがありますが、異常ではあ0ません。 


部品交換について 


: —文-、. ム ‘ TT- 古^,-' f--- 


r ピチピチ」音びする。 


点乂放電や点乂時の着乂の音です。 

点乂時、消乂時に金属が伸び縮みする音です。 


r パチパチ」、 r ボッ」 
音がする。 


ノスルを開閉する弁の音です。 


点乂時、消火時に 
「カチャ」と音がずる。 


異常ではありミ 


耐熱塗料やほこりが焼けるためです。 


初めて腑るとをや、シ-ズンはじ 
制こを昕るとき煙やにおいが出る。 


運輯中に蜜源; 
か5抜かない C 


♦ 運商中や消乂直後に電源プラグをコンセント 
から巧さませんでしたか？ 


給油タンク受、 
0 ^ 


♦給油タンク受、油受皿に水がたまっていま 
せんか？ 


新しいな油と; 


変質な油やす純な油を使用していませんか? 


乾いた巧で完; 


油かこ I すれたままになつていませんか? 


においがする。 




#チャイルド□ツクしていませんか？ 


給油タンクを; 


給油タンクび入っていなし、 


電源プラグを: 


電源プラグが巧けていませんか? 


運転スイツチ; 
または3時間を 


3時間延長ランプび点巧していませ 
んか？（消し忘れ消火装置び作動） 


運輯ランプび点灯しない。 
点乂しない 


因（巧を装置) 


• ヴービスを巧頼されるまえに次の表にがっても r 


巧廣かな 


クリ -ニンク (か S •規を）のしかた 

1シーズンに1回な上 ) - 

打油を気化させる部品にたまった夕ールを、から焼きすることにより巧り除きます。 

なのよラなとさはクリーニングをしてください。（クりーニングは約2時間かかりまず） 

•デジタル表示に rui 7 j を表示したとき r - 

♦点义しない、炎びかさい、黄义燃規になる、においびおい のの〜命ががわったら. 

• シースンの終ねりでおしまいになるとさ（またはシーズンの始め） 論 へ進んでくド斗い。 

油受皿の打油を完全に抜を巧ちないと I ^ - 


保管のしかた 


空焼さにな5ずクリーニングでをません。 

① フアン ヒーターを室外に出ず 

♦クリーニング中はにおいや煙が出ます。 

② 給油タンクと 

給油タンク受上う;た" Lin r タンク受 

を取り出ず ( 一-可!を 

油琴 m ! r 

> L 拾'ぶタンク受の 

フイルター 

③ 油受皿及び給油タンクのな油を給油ポ 
ンプであを、抜ききれないときは、口 
油を付属のスポイトで抜く 

♦ 油受皿のな油を抜かないとクリーニングが受け 
つけでをません。 

1^^給油ポンフ スポ子 卜議品) 

/ ~~呼^ 佈販品) ^—--4 / P 




f 適当な容器 
(約 1 L ) 


④ 給油タンク受、給油タンクを元通りに 
セツトずる 

♦上ぶたを閉める。 

① 電源プラグをコンセントに差し込む 


(D 運転スイッチが「切」になっているか確認ずる 

♦デジタル表示に 「 U 1 Q 」 表示しているとをは、 

運転スイッチを「切」にしてください。 

♦ 遷範スイッチが「切」でないと、次の操作ができません。 

③ クリーニングポタンを約3秒間ピッと音が 
ずるまで巧しつづける 

•デジタル表示に [ Lj び表示されます。 

④ 運転スイッチを「入」にする 

♦運輯ランプが点好して、デジタル表をの表示び 
臣封になり、クリーニングを開始しまず。 

⑥に图 表示が点滅ずるまで放置する 
(約2時間かかります） 

•デジタル表示びに国 一 ng 一に互…と変わり、 

10表示が庶威ずると、クリーニングは終了です。 

⑥ 運転スイッチを「切」にする 

引支続き 使用 をれるとを（シーズン中） 

①総由タンクに新しいな油を給;由して本体にセット 
し、巧1分後に運転スイッチを「入 J にずる。 

おしまいになるとを（シ ースン終わり） 

①電源プラグをコンセントか S 巧く。 

感 W 猫ホ、「保管のしかた」にしたがって保管ずる。 
(0^1 3ぺージ手順「日 J な降） 


•巧油の房棄な抽の廃棄処分は、む油をお買し巧めになった販売店にご相談くださし、。 
♦本体の藤ホホの廃麵は、お巧タンク、巧剔喊了油をあいてください。 



































































定期点巧について 


定期点検のおずずめ (2 シ-ズンに1回) 


長期間ご使用になりますと機器の点検が必要になります。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了をなどに、お買い上げの販売店または修理資格者【財団法人日本石油燃焼 
機器保守協会 (TEL 03-3499-2928) で行う技術管理講習を修了者（石油機器技術管理±)など】のいる 
販売店などにご相談され、点検依頼されることをおずずゆしまず。 


異常のお知 5 せと処置のしかた 


デジタル表示に自己診断表巧び出た5… 

をを装置げ作動ずると、運転ランプび点おし、自動消义しまず。 

また、デジタル表示に故障•異常の原因(自己診断表示記号)びアルファベットと巧ぎで点涼表示しまず。 


デジタル表示(自己診断表示) 

原困（まを装置） 

処置ちま 

し•の 

♦燃焼-遍風空気取入□フィルターがつまって 
いませんか？（過熱防止装置が作動） 

燃焼-温風空気取入ロフィルター 
を掃除する。 （ CS -11 ぺージ） 

♦ 温風吹出□がふさびっていませんか？ 

(週熱防止装置が作動） 

障害物を取りのぞ <。 

U 10 

♦ 停電びあった。（停電安全装置が作動） 

♦ 電源プラグをコンセントに差し込むとき、崖輯スイッチ 
が「入」になっていませんでしたか？ 

運輯スイッチを入れなおず。 

i 

! !? 

♦強い化震讓度5(強) 1 U 山■衝撃を受けていませんか？ 
(巧震自動消乂装置が作動） 

地雷によって作動した場合は、周囲の可燃 
物、機器の損傷、 ミ 由のあふれなど異常がな 
いか確認し、運転スイッチを入れなおず。 


♦給油タンクを本がか5取り外している。 

給油タンクを本体に取りつける。 

11 口 

• 灯油がなくなっていませんか？ 

，治油する。 （ t ^ 目ページ） 

• 

給; f 

11 表示点減 

♦給油タンク受に水やごみがたまっていまだんか？ 

給油タンク受のお手入れをずる。 
(歐11ぺージ） 

U 門 

♦ 変質な油やす純な油を使巧していませんか？ 

クリーニングする。 （（^12 ぺージ） 
新しい巧油と入れかえる。（0^=己|6ぺージ） 

♦夕ールカ咐着してしなず。 

ク U —ニングする。 （0^12 ぺージ） 

1 

L 

来 nniMiBB . 

1 19 

1で鞠!がしまず。 

3 ランプ点巧 

♦ 室內の換気が不足していませんか？ 

(す完全燃焼防止装置が作動） 

必ず！時剧こ1〜2回は換気ずる。 


J け间 

• 燃焼部にシリコーン酸化物や夕ールが付着しています。 

本体巧部の点検が必要です。お買い 
上げの販売店へご連絡ください。 

■ 

( 3 J 

♦ 油受皿に水びたまっていませんか？ 

油受皿の水を抜き取る。 

H 33 

•な火ミスまたは、が樵に異常が発生していません 
でしたか？(点乂安全装置が作動） 

本体内部の点検が必票です。お買い 
上げの販売店へご連絡ください。 

H 36 

♦燃焼-遍風空気取入ロフィルターびつまっていま 
せんか？(で完全燃焼防止装置が作動） 

燃焼-温風空気取入□フィルターを 
掃除する （0^1 1ぺージ） 

♦ 燃焼部にシリコーン酸化物が付着しています。 

揮発性シリコーン配をの枝毛用コート液.化惦品 
-つや出し剤などを使用していませんか？ 

♦電礎ポンプにごみがつまっている。 

本体内部の点検が必要です。お買い 
上げの販売巧へご連絡ください。 

H の 

舞燃焼香な左タールが付着しています。 

本体巧音 B の点検がお要です。お買い 
上げの販売店へご連絡ください。 

その地、上記 ly かの表示 
又はをく表おしない場合 

♦電源プラグをおいて、再び差し込み、運拉スイッチを入れなおず。 

点滅 

♦ 不完全燃焼防止装置が連続して4 〜 6回作動した 

運輯スイッチを入れなおす。 

点口 

• 不完全燃焼防止装置が連続して7回作動した。 

本体の部の点検が必要です。お買い 
上げの販売店へご連絡ください。 


上記の姐置をしても、繰り返し表示するときや運乾しないときは、表示内容を確認して運輯スイッチを「切」 
L 里源プラグをコンセントか S 巧いて、お買い上げの販売店へご連絡ください。 
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保証と アフターヴー ビス 




保証書について 

裏表紙の巧証書は販売店でお渡ししますか5、所定事項の記入および記載内容をご確認のラえな管してください。 


保証期間はお買い上げの曰より1年間でず。 


♦ 保証書の記載內容によりお買い上げの販売店が修理いたします。その他の詳細は保証書をご覧ください。 
♦ 保証期間が過ぎてか5の修理についてはお買い上げの販売店、または当社にご相談ください。 

お客さまの希望により有料修理いたします 


この臟説明書と本祝こ表示されてし巧禁止き項.親き巧および通を欄に反して触されたちをのな障.まがは巧值いたしません 

捕修部品の保有期間について 

〔 石油フアンヒーターの補修用性能部品の保有巧亂ホ製造巧切りを、目年でず。 

♦ 性能部品とは穀品の機能を維持するために必要な部品です。 

お居される場合 

♦転居のとをなど車で運搬する場合は、給油タンクを抜き、油受皿の口油をおき、横倒しや斜めにしないで運搬 
してくださし、振動や傾いたとさに灯油びもれます。また故障の原因にもなりまず。 



長年ご使用の石油フアンヒーターの点検を 


•油ちれがずる 

このよラな •白煙が出たり、強いにおいがずる 

がげは • 運乾中、異巧な音がずる 

ありまなんか • 何度も同じエラー表示が出る 
• その他の異巧や故障がある 


>石油フアンヒーターの編修用な能が品の巧有巧田は 
留苗了切りも B 年でず。 


巧障や事故防止のため、スイッチを 
切り、コンセントか5電爲プラグを 
巧いで販売店に馬検 • 値理をご泪設 
ください。 


2シーズンに1回程度の定期な檢をおすすゆしまず。 





巧ル 


面ル 


点火ち式 


種 類 


スポイト 


約1 1.2 k 巨 


居!さ 425 mm X 幅 477 mm x 奥行 297 mm (置台を含む) 


巧震自動;肖火装置-不完全燃焼防止装置 • 点火ま全装置-停電安全装置 
過熱防止装置-消し忘れ消乂装置-給油時消乂装置-燃焼制御装置 


24 dB 



か 


41 dB 




騒音 正面）※ 


1.0 W /1.0 W 


待お時消資電力 


29 W /29 W 


燃焼時消費電力 


610 W /610 W 


巧大ミ肖夏電力 
(巧乂巧） 


定格消費電力 


AC 00 V 50/60 Hz 


電源電圧及び局放数 


約23 . Om ^ 〜31•己 m 2( 14〜19畳) 


76. 8時間 


弱 


13.5 時間 



燃焼継続時間 

_ 巧/」、 

標準適室(暖房のめやす) 


7.0 L 


油タンク容量 


間 J 0*94 kW (0.09 IL / h ) 


r 強 J 5.32 kW (0 占 17 L / h ) 


最大 


燃料消費量 


「弱」 0‘94 kW 


「強」己. 32 kW 


最大 


暖房出力 


な油 （JIS K 22031号'な油) 


使用燃料 


気化式-強制通気お-強制巧流お 
高圧放單自動点乂 


AKF-PX 己 37 N 


型式の呼び 


騒音の数値ま JIS 測定法 （ S 303 りに基づく測定値です。 


お手入れ•保管•その他 
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